
業務の重要度に応じて分類し，感染者，濃厚接触者の人数，出勤可能な職員数の動向等を 

踏まえ，提供可能なサービス，ケアの優先順位を検討し，業務の絞り込みや業務手順の変更 

が必要か検討しましょう。 

 職員だけでなく，新規利用者等（併設する事業所も含む），面会者，ボランティア，実習生

等が，感染症の病原体を外部から持ち込まない，持ち出さないような対策ができているか，

今一度確認しましょう。 

 残った職員でどのようなシフト体制を組むか検討しましょう。 

 ※ 職員が不足する場合は，まずは同一法人からの支援を検討し，それでも不足する場合は 

県や関係団体等に速やかに連絡し，支援を要請してください。 

 不足している個人防護具等をどのように補充していくか検討しましょう。（34 頁，様式

２参照） 

⑧ 施設の運営を検討し，職員全体で共有しましょう。 

介護施設・事業所における新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドラインより抜粋

県では，個人防護具（マスク，ガウン，プラスチック手袋等）を備蓄していますので，急

を要する場合はご相談ください。 

急に多くの職員が個人防護具を使用し始めると，備蓄の減るスピードは速くなります。

備蓄の残量を誰がどう把握するかも事前に決めておきましょう。 
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 定期的な対策会議やミーティングを行い，情報共有をしましょう。日報を作成すると施設

内外の情報共有に有用です。（3５頁，様式３参照） 

施設で何が起こっているか等を全員で共有するため，メールだけでなく，グループウェア・

情報共有アプリなどを活用しましょう。

【様式２】備蓄品リスト 
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( 施設名 )の状況について 
令和 年 月 日時点 

１．利用者・職員の内訳 
利用者 職 員

陽性(施設療養中)  
陽性（解除後）  
濃厚接触者  
他
合 計

２．陽性利用者の現状 
対応 人数 内訳 人数 備考

医療機関入院  転院先     病院   
病院   
病院

再入院決定者 計
月 日
月 日

入居中  酸素投与必要者
軽症・無症状例

死亡例
合 計

新型コロナ治療薬の必要性について（必要時コメント） 

３．職員の現状 
職種 人数 復帰（予定）日

看護職
介護職

合 計
４．陽性者以外の有症状者（ 時時点） ５．PCR・抗原検査実施予定者（ 時時点）  

人数
職 員
利用者
合計

６．PPE・抗原キットの在庫状況について 
 表記（十分充足・１週間程度確保・2～3日程度・緊急に支援が必要） 
ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ N95 ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ ガウン 手袋 手指消毒薬 抗原キット

７．業務継続の状況について（職種ごとの不足状況、見通し等） 

PCR 抗原検査
職 員
利用者
合計

日報の 1例
【様式３】日報例 
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